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経済秩序におこっている転換過程の重要な側面をかた
ちつくるものとなっている。
　この発展途上諸国の分化過程で，国際経済秩序の転
換との関連からみて重要な役割をはたしつつあるもの
が，NICSの出現であろう。1979年にOECDが，こ
の用語を使用して，発展途上諸国のなかで，（先進諸
国の側からは，発展途上国の範時からはずしてしまお
うとする動きすら生じているが）それとは別の概念
つまりすでに工業化されつつあることの認識のもとで
その国民経済的発展の段階の特徴を示す必要を主張し
た。
　このことは，現代の国際経済秩序においてアメリカ
の地位が低下し，三極構造が定着しつつあるなかで，
とくに重要な意義をもちつつあるということができ
る。パックス・アメリカーナのもとでのアメリカの地
位の低下は，日・米間，米・EC間の矛盾を激化し，
地域主義の傾向をつよめていくが，この過程のなか
で，それぞれの地域でのNICSがしだいに重要な役割
を担って登場し，地域経済圏を形成してきているので
ある。
　このような現状認識にたつと，NICSのなかでも，
“アジアNICS”と呼ばれているアジアの発展途上諸
国のなかで，一定の工業化を達成した「四小龍」，す
なわち，韓国，台湾，香港，シンガポールが注目され
ることとなるのである。ラテソ・アメリカNICSと異
って，これら「4ヶ国」は，輸出指向工業化政策によ
って，換言すれぽ，海外市場進出を挺子として急速な
工業化を実現したのである。すなわち，工業化過程そ
のもののなかで地域経済圏形成の必要性をもっていた
のではないかということである。このことから，アジ
アにおいては，他地域と比較してより早くから経済圏
形成の要因があったようにも理解されるのであるが，
現実はそれほど簡単ではない。
　まず，第1年度は，アジアにおける，NICSの発展
と海外市場との関係を考察し，まとめてみた。（この
成果は，「明大商学論叢第76巻第1号」に「アジア経
済圏についての一考察」として発表した。）
堀　中 浩
　1980年代以降，発展途上国の分化がすすんだ。主要
な原因は，各国の開発政策の相違とその国々の歴史的
社会的発展段階の相違によるものである。しかし，こ
のことは，60年代半ばから培われてきた南北関係と，
南北問題解決のための各種のシステムに根本的な変化
をせまることになり，この過程が1980年代以降の国際
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